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平成™š年 月™�日 月曜日 (号外第™—�号)官 報

（
調
査
課
の
所
掌
事
務
）

第
百
十
二
条

調
査
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

動
物
検
疫
所
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
調
査
並
び
に
資
料
の
収
集
、
整
理
、
分
析
及
び
提
供
に
関
す
る
こ
と
（
危

機
管
理
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

二

動
物
検
疫
の
業
務
に
必
要
な
技
術
の
研
修
に
関
す
る
こ
と
。

（
危
機
管
理
課
の
所
掌
事
務
）

第
百
十
二
条
の
二

危
機
管
理
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

輸
入
に
係
る
畜
産
物
そ
の
他
の
物
に
係
る
処
理
施
設
及
び
保
管
施
設
並
び
に
輸
入
動
物
の
飼
育
施
設
の
調
査
に

関
す
る
こ
と
。

二

動
物
用
生
物
学
的
製
剤
及
び
予
防
用
器
具
の
保
管
、
配
布
、
譲
与
及
び
貸
付
け
に
関
す
る
こ
と
。

三

家
畜
伝
染
病
の
う
ち
国
内
に
常
在
し
な
い
も
の
の
病
原
体
が
国
内
に
侵
入
す
る
こ
と
に
よ
り
重
大
な
被
害
が
生

じ
、
又
は
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
緊
急
の
事
態
へ
の
対
処
に
関
す
る
こ
と
。

第
百
十
三
条
第
一
号
中
「
輸
出
入
動
物
そ
の
他
の
物
に
対
す
る
」を
削
り
、「
輸
出
入
検
査
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
処
置
」

を
「
輸
出
入
動
物
そ
の
他
の
物
に
対
す
る
輸
出
入
検
査
そ
の
他
の
措
置
」
に
改
め
る
。

第
百
十
四
条
の
二
中
「
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
処
置
」
を
「
そ
の
他
の
措
置
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
第
一
号
中
「
輸
出
入
動
物
に
対
す
る
」
を
削
り
、「
規
定
に
よ
る
」
の
下
に
「
輸
出
入
動
物
に
対
す
る
」

を
加
え
る
。

第
百
十
六
条
第
一
号
中
「
輸
出
入
に
係
る
畜
産
物
そ
の
他
の
物
に
対
す
る
」
を
削
り
、「
輸
出
入
検
査
及
び
こ
れ
に
基

づ
く
処
置
」
を
「
輸
出
入
に
係
る
畜
産
物
そ
の
他
の
物
に
対
す
る
輸
出
入
検
査
そ
の
他
の
措
置
」
に
改
め
、「
こ
と
」
の

下
に「（
動
物
検
疫
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
百
十
九
条
の
二
中
「
家
畜
伝
染
病
予
防
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
削
る
。

第
百
二
十
五
条
第
一
号
中
「
輸
出
入
動
物
そ
の
他
の
物
に
対
す
る
」
を
削
り
、「
輸
出
入
検
査
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
処

置
」
を
「
輸
出
入
動
物
そ
の
他
の
物
に
対
す
る
輸
出
入
検
査
そ
の
他
の
措
置
」
に
改
め
る
。

第
五
百
三
十
七
条
の
見
出
し
中
「
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
企
画
官
」
の
下
に
「
、
海
外
ま
ぐ
ろ
・
か
じ
き
情
報
調
整

官
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
企
画
官
一
人
」
の
下
に
「
、
海
外
ま
ぐ
ろ
・
か
じ
き
情
報
調

整
官
一
人
」
を
加
え
、
同
条
中
第
八
項
を
第
九
項
と
し
、
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
第
六
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

７

海
外
ま
ぐ
ろ
・
か
じ
き
情
報
調
整
官
は
、
輸
入
さ
れ
る
ま
ぐ
ろ
及
び
か
じ
き
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
分
析
並

び
に
連
絡
調
整
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。

別
表
第
三
東
北
農
政
局
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中
「
西
磐
井
郡

東
磐
井
郡
」
を
「
西
磐
井
郡
」
に
改
め
、
同
表
関
東

農
政
局
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中
「
河
内
郡

上
都
賀
郡
」
を
「
河
内
郡
」
に
改
め
る
。

別
表
第
七
東
北
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中
「
西
磐
井
郡

東
磐
井
郡
」
を
「
西
磐
井
郡
」
に
改
め
、
同
表
関
東
の
項
管

轄
区
域
の
欄
中
「
河
内
郡

上
都
賀
郡
」
を
「
河
内
郡
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
三
東
北
農
政
局
の
項
の
改
正
規
定
及

び
別
表
第
七
東
北
の
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

行
政
改
革
団
体
日
本
内
政
調
査

会

佐
ノ
木
春
久

山
本

勝
美

大
阪
府
羽
曳
野
市
高
鷲
三
e

四
e

二
六

近
代
政
策
懇
話
会

山
田

豊
敏

稲
葉

鶴
彦

東
京
都
江
戸
川
区
清
新
町
一
e

四
e

一

薫
風
同
志
会

長
尾

皓
祐

増
田

将
之

東
京
都
渋
谷
区
円
山
町
二
八
e

八

群
馬
県
中
小
企
業
連
合
会

松
田

幸
治

平
川

真
一

東
京
都
板
橋
区
徳
丸
六
e

六
e

一
三

健
魂
塾

山
本

明
嗣

播
磨

靖
治

大
阪
府
泉
佐
野
市
松
風
台
三
e

八
e

一

玄
洋
社
山
口
支
部

英

日
出
男

上
野

忠
雄

山
口
県
宇
部
市
東
岐
波
一
六
九
一

幸
志
道
会

増
永

博
人

増
永

博
人

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
谷
町
五
e

一
e

四

幸
心
塾

岩
井

正
隆

岩
井

正
隆

千
葉
県
旭
市
中
谷
里
八
三
〇
三
e

一
四

皇
聖
櫻
會

岩
元

行
敏

下
田

祐
記

愛
知
県
名
古
屋
市
南
区
岩
戸
町
一
七
e

一

皇
道
青
年
連
盟

岡
村

康
史

岡
村

康
史

東
京
都
新
宿
区
歌
舞
伎
町
二
e

九
e

一
八

国
際
人
権
擁
護
協
会

ë

一
久

本
田

克
弘

鹿
児
島
県
M
摩
川
内
市
西
向
田
町
一
二
e

二
三

国
際
政
治
経
済
文
化
研
究
会

高
山

隆
憲

木
村
三
喜
男

東
京
都
港
区
赤
坂
七
e

六
e

五
六

国
際
政
治
経
済
文
化
研
究
所

高
山

隆
憲

瀬
川
雄
二
郎

東
京
都
港
区
赤
坂
七
e

六
e

五
六

国
心
党
政
治
経
済
行
政
研
究
会

安
藤

利
秋

吉
村

広
幸

鹿
児
島
県
霧
島
市
牧
園
町
高
千
穂
三
九
一
九

国
土
環
境
公
安
調
査
会

成
田

恵

澤
本

豊

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
e

七
e

一
二

国
土
行
政
考
査
会

芝
田

寧

芝
田

寧

大
阪
府
箕
面
市
箕
面
四
e

二
e

二

小
林
俊
博
政
治
経
済
研
究
会

小
林

俊
博

小
林

孝
子

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
高
鼻
町
二
e

一
六
三
e

一

防
人
の
會

田
中
光
四
郎

田
中
光
四
郎

東
京
都
新
宿
区
歌
舞
伎
町
二
e

四
五
e

五

燦
然
塾

慶
野

和
樹

櫻
井

代
海

東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
一
三
e

一
四

始
源
政
治
連
盟

中
田

修

石
保

毅
博

大
阪
府
堺
市
南
区
檜
尾
四
〇
四
五
e

三

志
國
民
族
協
議
會

具
志
堅

馨

具
志
堅

馨

東
京
都
台
東
区
根
岸
五
e

一
七
e

四

自
由
新
党
誠
友
会
自
由
連
合
国

民
会
議

鴨
下

保

矢
澤

芳
夫

東
京
都
小
平
市
小
川
町
一
e

五
五
六
e

一

盾
國
同
志
會

保
志

充

荒
井

由
美

宮
城
県
亘
理
郡
亘
理
町
`
隈
田
沢
字
早
川
五
四
e

六

上
々
会

小
山

猛

小
山

茂

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
一
e

五
e

六

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
二
十
二
号

次
の
団
体
は
、
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平

成
二
十
三
年
四
月
一
日
以
後
、
政
治
活
動
（
選
挙
運
動
を
含
む
。）の
た
め
に
寄
附
を
受
け
、
又
は
支
出
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
団
体
と
な
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
六
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者

の
氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ａ
会

三
沢

良
昭

吉
田

忠
彰

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
三
e

一
e

一

新
し
い
日
本
を
考
え
る
会

辻
田

博

池
内

俊
雄

大
阪
府
堺
市
北
区
新
堀
町
二
e

一
〇
七

匡
心
會

丸
島

淳
司

米
川

智
也

三
重
県
松
阪
市
垣
鼻
町
五
七
五

青
憂
國
塾

青
野

健

青
野

健

新
潟
県
新
潟
市
姥
ケ
山
四
e

一
e

二
三

「
官
か
ら
カ
ッ
ト
」
国
民
運
動

吉
田

健
一

中
村

紀
之

東
京
都
練
馬
区
田
柄
二
e

三
四
e

一
七

神
田
敏
晶
後
援
会

神
田

敏
晶

村
田
ゆ
か
り

東
京
都
渋
谷
区
宇
田
川
町
三
三
e

一
三

菊
守
青
年
同
盟
皇
守
修
心
会

川
手

正

板
垣

一
利

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
新
山
下
一
e

一
二
e

八

菊
守
青
年
同
盟
皇
守
修
心
会
埼

玉
支
部

倉
本

康
史

杉
山

勝
樹

埼
玉
県
川
口
市
戸
塚
六
e

一
六
e

八

菊
水
舎

入
口

義
春

入
口

義
春

香
川
県
丸
亀
市
九
番
丁
五
〇
e

六

期
待
で
き
る
政
治
家
を
勝
手
に

支
援
す
る
会

平
岡

征
時

平
岡

征
時

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
四
e

一
一
e

二

９
条
ネ
ッ
ト

前
田

知
克

細
川

正

東
京
都
中
央
区
銀
座
五
e

一
五
e

一
八

行
政
改
革
運
動
委
員
会
東
日
本

支
部

笠
井

正
陽

森
口
堅
二
郎

山
梨
県
甲
府
市
国
母
一
e

二
二
e

四
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